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は
じ
め
に 

  

人
形
を
季
節
や
こ
と
あ
る
毎
に
贈
答
す
る
風
習
は
古
く
か
ら
あ
っ
た

が
、
現
在
で
は
雛
人
形
と
五
月
飾
り
以
外
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
い
。
子

供
の
初
節
句
に
人
形
を
贈
り
祝
う
風
習
は
江
戸
時
代
中
期
こ
ろ
よ
り
は

じ
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
京
都
や
江
戸

を
中
心
に
工
芸
技
術
が
発

達
し
、
人
形
の
種
類
も
豊

富
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴

い
地
方
独
特
の
人
形
な
ど

も
生
ま
れ
た
。
愛
知
川
は

中
山
道
の
宿
場
町
で
あ
る

た
め
、
古
く
か
ら
京
都
、

江
戸
な
ど
と
交
流
も
深
く

様
々
な
土
地
の
人
形
が
現

存
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。 

 

そ
こ
で
筆
者
（

1
）

は
愛
知
川
町
史
編
さ
ん
室
よ
り
、
愛
知
川
町
内
の

人
形
飾
り
調
査
の
依
頼
を
受
け
、
平
成
一
七
年
二
月
一
一
日
に
実
施
し

た
。
午
前
中
は
、
愛
知
川
町
愛
知
川
一
五
六
六
番
地
（
大
字
愛
知
川
源

町
）
の
藤
宮
家
に
て
雛
人
形
を
調
査
し
た
。
藤
宮
家
は
真
宗
大
谷
派
等

覚
寺
の
住
職
と
し
て
代
々
続
い
て
い
る
家
で
あ
る
。
午
後
は
、
旧
郡
役

所
へ
場
所
を
移
し
、
西
村
家
旧
蔵
の
雛
人
形
と
五
月
飾
り
の
調
査
を
し

た
。
西
村
家
は
愛
知
川
町
愛
知
川
一
七
二
一
番
地
（
大
字
愛
知
川
泉
町
）

に
あ
り
、
か
つ
て
は
華
陽
堂
薬
局
を
経
営
し
て
お
り
、
の
ち
に
伊
吹
正

化
学
工
業
を
創
業
し
た
。
平
成
一
六
年
二
月
に
、
町
内
の
廃
棄
物
処
理

業
者
を
通
じ
て
町
史
編
さ
ん
室
へ
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、

邸
宅
は
伊
吹
正
化
学
工
業
社
員
寮
に
な
っ
て
い
る
。 

 

な
お
当
日
は
、
原
島
知
子
執
筆
委
員
（
民
俗
編
）
お
よ
び
福
持
昌
之

氏
（
事
務
局
）
が
補
佐
に
当
た
っ
た
。
以
下
そ
の
報
告
を
行
う
。 

 

一 

藤
宮
家
所
蔵 

雛
人
形 

  

箪
笥
の
上
に
屏
風
を
背
に
し
て
男
雛
・
女
雛
が
飾
ら
れ
て
い
る
（
写

真
１
）
。
三
人
官
女
や
雛
道
具
は
あ
っ
た
ら
し
い
が
現
存
し
て
い
な
い
。

普
段
は
床
の
間
に
飾
ら
れ
る
そ
う
で
あ
る
（

2
）

。
頭
の
材
質
は
桐
塑
製
で

調 

査 

報 

告 

愛
知
川
町
の
雛
人
形
・
五
月
飾
り 

田 

中 

正 

流 
 
 
 

写真１ 藤宮家所蔵雛人形 
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そ
の
上
に
胡
粉
を
塗
り
重
ね
、
墨
で
顔
を
描
い
て
い
る
。
桐
塑
と
は
桐

の
オ
ガ
ク
ズ
を
主
材
料
に
、
生
麩
糊
を
加
え
て
練
り
、
粘
土
状
に
し
た

も
の
で
、
型
を
使
い
木
彫
の
代
用
品
と
し
て
量
産
の
た
め
に
考
え
つ
い

た
も
の
で
あ
る
。
髪
は
経
年
の
劣
化
で
損
じ
て
い
る
（
写
真
２
）
。
こ
れ

は
絹
糸
を
素
材
と
す
る
髪
を
鉄
媒
染
に
て

染
め
て
い
る
た
め
で

あ
る

（

3
）

。 

 

全
体
の
構
成
と
し
て
男
雛
は
、
緑
の
束
帯
風
の
衣
装
に
冠
を
被
り
、

手
に
尺
を
持
つ
。
女
雛
は
五
衣
に
裳
を
付
け
、
冠
を
被
り
、
手
に
は
桧

扇
を
持
つ
。
有
職
に
則
ら
な
い
華
や
か
で
豪
華
な
町
雛
（

4
）

と
い
え
る
。

顔
付
き
は
ガ
ラ
ス
目
で
は
な
く
描
き
目
で
あ
る
な
ど
京
風
の
特
徴
を
持

ち
、
衣
装
の
裂
や
模
様
か
ら
幕
末
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
か
け
て
の
雛

人
形
だ
と
推
測
で
き
る
。
藤
宮
家
で
は
明
治
初
め
の
頃
に
嫁
い
で
き
た

方
が
持
参
し
た
と
伝
え
て
お
り
、
人
形
の
製
作
年
代
と
一
致
す
る
。
ま

た
藤
宮
家
は
代
々
真
宗
大
谷
派
等
覚
寺
の
住
職
を
勤
め
て
お
り
、
仏
具

な
ど
道
具
類
は
京
都
で
購
入
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
京
都
で
は
江
戸

と

違

い

人

形

問

屋

が

集

ま

っ

た

場

所

が

な

い

。

し

か

し

四

条

通

や

五

条

通

に

雛

人

形

を

売

る

店

が

比

較

的

多

か

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

京
都
で
道
具
類
を
購
入
に
出
た
際
に
、
雛
人
形
な
ど
も
入
手
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
藤
宮
家
で
は
こ
の
雛
人
形
以
外
に
五
月
飾
り
も
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

二 

西
村
家
旧
蔵 

雛
人
形 

  

現
在
の
所
蔵
は
愛
知
川
町
教
育
委
員
会
町
史
編
さ
ん
室
で
あ
り
、
旧

郡
役
所
で
保
存
し
て
い
る
。
十
五
人
揃
え
の
段
飾
り
で
あ
る
が
、
男
雛
・

女
雛
と
道
具
類
が
欠
け
て
い
る
。
男
雛
女
雛
は
現
存
し
な
い
が
、
他
の

人
形
類
か
ら
古
今
雛
の
系
統
を
引
く
町
雛
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
人
形
は
セ
ッ
ト
で
購
入
し
て
い
る
。
セ
ッ
ト
で
雛
人
形
を
販
売
す
る

よ
う
に
な
る
の
は
、
デ
パ
ー
ト
の
発
達
と
密
接
に
関
係
す
る
。
日
本
の

デ
パ
ー
ト
の
歴
史
は
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
に
三
井
家
か
ら
独
立

し
た
三
越
呉
服
店
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。
デ
パ
ー
ト
で
は
雛
人

形
を
セ
ッ
ト
で
売
り
出
す
よ
う
に
な
り
、
江
戸
時
代
よ
り
続
い
て
き
た

雛
人
形
の
販
売
形
態
が
変
化
し
て
き
た
。
ま
た
デ
パ
ー
ト
の
拡
大
に
伴

い
、
全
国
的
に
地
域
差
が
な
く
な
り
、
ど
こ
で
も
同
じ
雛
人
形
を
購
入

す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
一
般
に
販
売
さ
れ
て
い
る

段
飾
り
は
、
昭
和
初
期
に
は
ほ
ぼ
全
国
に
行
き
渡
り
、
今
日
見
ら
れ
る

よ
う
な
雛
祭
り
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
西
村
家
旧
蔵
の
雛
人

形
は
衣
装
が
金
襴
風
で
華
や
か
な
作
り
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
を
見

る
と
埼
玉
県
や
静
岡
県
な
ど
で
大
量
に
製
作
さ
れ
た
雛
人
形
の
よ
う
な

印
象
を
受
け
る
が
顔
付
き
は
京
都
風
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。 

 

十
五
人
揃
え
の
中
の
仕
丁
は
衛
士
（
え
い
じ
）

や
三
人
上
戸
（
さ
ん
に
ん

じ
ょ
う
ご
）

と
も
呼
ば
れ
、
笑
・
泣
・
怒
の
三
様
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
も

写真２ 女雛 
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多
い
。
こ
の
仕
丁
も
そ
の

よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る

（
写
真
３
）
。
仕
丁
は
京
風

と
江
戸
風
で
服
装
や
持
ち

物
が
違
う
。
京
風
の
仕
丁

は
屋
敷
の
雑
役
係
と
い
う

役
割
を
持
っ
て
い
る
た
め
、

衣
装
は
白
丁
を
着
て
、
熊

手
・
塵
取
・
箒
な
ど
の
清

掃
道
具
を
持
っ
て
い
る
の

が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
酒

宴
を
し
て
い
る
場
面
を
表

現
し
て
い
る
仕
丁
も
中
に

は
あ
る
（

5
）

。
一
方
、
江

戸
風
で
は
台
笠
・
沓
台
・
立
傘
を
持
っ
て
お
り
、
大
名
の
婚
礼
行
列
の

姿
で
あ
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
雛
壇
の
中
で
は
珍
し
い
地
下
で
あ
り
、

雛
壇
が
賑
や
か
に
な
る
に
つ
れ
追
加
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の

仕
丁
は
台
笠
・
沓
台
・
立
傘
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
江
戸
風
の
よ
う

に
見
え
る
が
、
烏
帽
子
を
被
ら
ず
に
首
の
後
ろ
に
引
っ
か
け
て
い
る
な

ど
京
都
風
の
特
徴
も
あ
り
、
全
国
的
に
画
一
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
後
の

雛
人
形
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

二 

西
村
家
旧
蔵 

五
月
飾
り 

  

端
午
の
節
句
は
、
現
在
で
は
男
子
の
成
長
を
祝
う
行
事
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
中
国
か
ら
伝
来
し
た
行
事
だ
と
い
わ
れ
、
古
代
よ
り
意
味

は
変
化
し
つ
つ
も
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
に
伴
い
飾
り
方

も
変
化
し
て
き
た
。
端
午
の
節
句
に
甲
冑
を
飾
っ
た
最
古
の
記
録
は
管

見
の
限
り
、
『
増
鏡
』
の
建
長
三
（
一
二
五
一
）
年
五
月
五
日
の
記
載
で

あ
る
。
甲
冑
を
飾
る
な
ど
こ
れ
ま
で
の
公
家
を
中
心
と
し
た
端
午
の
節

句
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
事
だ
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
に
五
節
句

が
制
定
さ
れ
、
な
か
で
も
端
午
が
重
視
さ
れ
た
。
端
午
の
節
句
に
付
き

物
の
菖
蒲
が
尚
武
に
通
じ
る
こ
と
、
武
家
に
と
っ
て
は
跡
継
ぎ
と
な
る

男
児
の
出
生
と
成
長
が
最
大
の
慶
事
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
庶
民
も
立
身
出
世
を
願
い
模
倣
し
て
い
っ
た
。
江
戸
時
代
中
頃
ま

で
の
五
月
飾
り
は
屋
外
に
飾
る
「
外
飾
り
」
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
次

第
に
外
飾
り
の
多
く
は
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
化
し
屋
内
に
飾
ら
れ
る
「
内
飾

り
」
に
変
化
し
て
き
た
（

6
）

。
こ
れ
が
現
在
の
五
月
飾
り
の
原
型
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。
明
治
に
な
る
と
五
節
句
が
廃
止
さ
れ
、
西
洋
化
の
影

響
な
ど
も
あ
り
一
時
衰
退
し
た
が
、
明
治
三
〇
年
頃
に
は
復
活
す
る
。

京
都
を
中
心
と
し
た
関
西
で
は
、
緋
毛
氈
よ
り
も
真
菰
を
敷
き
、
「
大
将

さ
ん
」
と
呼
ぶ
武
将
の
人
形
を
中
心
に
置
く
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た

こ
の
頃
か
ら
雛
人
形
と
同
様
に
百
貨
店
で
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

雛
人
形
と
同
様
に
セ
ッ
ト
化
が
進
ん
だ
。
戦
前
戦
後
で
の
最
も
大
き
な

違
い
は
、
戦
後
は
大
人
顔
の
武
者
人
形
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
段
飾
り
の
セ
ッ
ト
も
昭
和
四
〇
年
代
ま
で
は
全
国
的
に
数
多

く
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
は
住
宅
事
情
等
に
よ
り
減
少
し
、
現
在
で
は

ほ
と
ん
ど
見
な
く
な
っ
た
（

7
）

。 

 

西
村
家
の
五
月
飾
り
は
、
鎧
を
中
心
に
陣
太
刀
、
弓
、
松
明
、
扇
笠

揃
・
飾
太
鼓
・
陣
笠
の
軍
扇
陣
笠
、
飾
り
馬
、
粽
、
柏
餅
、
菖
蒲
酒
、

写真３ 仕丁  
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付

属

の

人

形

類

で

あ

る

。

鎧

は

唐

櫃

に

入

っ

て

い

る

。

鎧

は

唐

櫃

の

上

に

鹿

の

皮

を

敷

き

台

座

と

し

、

こ

の

上

に

飾

る

（

写

真

４

）
。

兜

の

鍬

形

は

鍬
形
台
の
上
に
付
け
、
竜
頭
は
玉
の
持
っ
て
い
な
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。

吹
き
返
し
に
は
彫
金
の
細
工
が
さ
れ
重
厚
感
が
あ
る
。
全
体
的
に
緋
色

の
威
糸
（
お
ど
し
い
と
）

が
使
用
さ
れ
、
小
札
板
（
こ
ざ
ね
い
た
）（
8
）

を

固
定
し
て
い
る
。
佩
楯
（
は
い
た
て
）（

9
）

は
小
手
や
沓
と
共
布
で
出
来
て

い
る
。
以
上
の
よ
う
な
鎧
飾
り
で
あ
る
が
、
京
甲
冑
ら
し
く
金
小
札
緋

威
糸
を
用
い
た
豪
華
で
雅
や
か
な
甲
冑
で
あ
る
。
鎧
櫃
も
太
鼓
櫃
で
は

な
く
、
唐
櫃
で
あ
り
昭
和
期
以
降
の
特
徴
が
見
て
取
れ
る
。 

 

ま
と
め 

  

愛
知
川
町
内
に
残
る
雛
人
形
と
五
月
飾
り
を
調
査
し
た
が
、
調
査
し

た
人
形
が
比
較
的
新
し
い
こ
と
も
あ
り
、
地
域
差
や
愛
知
川
町
の
特
徴

は
見
え
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
回
調
査
し
た
人
形
は
い
ず
れ
も
上

製
品
で
あ
っ
た
。
藤
宮
家
の
雛
人
形
は
江
戸
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け

て
調
進
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
一
月
に
は
、
太

政
官
布
告
で
五
節
句
廃
止
令
が
出
さ
れ
、
廃
業
す
る
店
も
多
い
時
代
で

あ
っ
た
。
ま
た
維
新
後
の
急
速
な
社
会
の
変
化
は
、
古
い
伝
統
的
な
素

材
か
ら
新
素
材
に
よ
る
人
形
が
登
場
す
る
な
ど
人
形
界
に
も
変
革
を
も

た
ら
し
た
。
こ
の
時
期
の
人
形
の
調
査
は
人
形
史
や
民
俗
学
の
研
究
を

す
る
上
で
興
味
深
い
。
ま
だ
ま
だ
調
査
不
足
で
あ
り
、
愛
知
川
町
の
人

形
文
化
を
語
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
さ
ら
な
る
人
形
の
遺
品
や
聞
き

取
り
調
査
に
よ
っ
て
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。 

 

註 （

1
）
筆
者
は
京
都
市
上
京
区
に
あ
る
宝
鏡
寺
門
跡
百
々
御
所
文
庫
で
学
芸
員

を
し
て
い
る
。
宝
鏡
寺
は
代
々
の
内
親
王
が
住
職
を
勤
め
る
尼
門
跡
寺

院
で
あ
り
、
多
数
の
人
形
を
所
蔵
し
て
い
る
。
通
称
人
形
寺
と
も
呼
ば

れ
春
と
秋
に
一
般
公
開
も
し
て
い
る
。
宝
鏡
寺
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

拙

著

「

皇

室

ゆ

か

り

の

人

形

文

化

―

宝

鏡

寺

の

雛

と

人

形

展

示

―

」

（
『
郷
玩
文
化
』
一
六
三
、
郷
土
玩
具
文
化
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年
）
を

参
照
頂
き
た
い
。 

（

2
）
藤
宮
修
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。 

（

3
）
こ
れ
は
黒
袍
の
束
帯
を
着
た
男
雛
の
黒
袍
部
分
が
風
化
し
て
崩
れ
て
い

る
現
象
と
同
様
で
あ
り
、
伝
統
的
に
黒
染
め
は
鉄
成
分
を
含
む
染
料
に

依
存
し
て
い
る
。
山
川
暁
「
黒
染
め
の
技
法
と
そ
の
保
存
・
修
理
の
現

状
に
つ
い
て
」
（
『
人
形
玩
具
研
究
』
一
三
、
日
本
人
形
玩
具
学
会
、
二

〇
〇
二
年
）
参
照
。 

（

4
）
町
雛
と
は
、
江
戸
時
代
に
庶
民
が
一
般
に
所
持
し
て
い
た
雛
人
形
を
い

う
。
御
所
や
公
家
、
大
名
家
な
ど
で
調
進
さ
れ
た
有
職
故
実
に
則
っ
た

写真４ 五月飾り 
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有
職
雛
と
は
違
い
人
形
用
に
華
や
か
に
着
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
で

あ
る
。
現
在
の
雛
人
形
は
一
般
に
古
今
雛
と
呼
ば
れ
る
町
雛
の
系
統
を

引
い
て
い
る
。 

（

5
）
一
般
に
酒
宴
の
様
子
は
、
雑
役
の
年
季
明
け
の
酒
宴
で
あ
る
と
か
宮
廷

の
婚
礼
の
祝
宴
を
し
て
い
る
姿
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
が
根
拠
は
な
い
。 

（

6
）
内
飾
り
誕
生
の
か
げ
に
は
、
工
芸
技
術
の
発
展
と
そ
れ
に
よ
る
雛
人
形

や
雛
道
具
の
浸
透
な
ど
も
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

（

7
）
端
午
の
節
句
と
五
月
飾
り
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
林
直
輝
「
端
午
の
節

句
と
五
月
飾
り
の
変
遷
」
（
藤
枝
市
郷
土
博
物
館
図
録
『
五
月
飾
り
―
祈

り
と
祝
い
の
か
た
ち
―
』
、
二
〇
〇
二
年
）
に
詳
し
い
。 

（

8
）
小
札
板
と
は
、
小
札
を
横
に
並
べ
合
わ
せ
て
革
で
綴
じ
、
漆
で
塗
り
固

め
て
作
ら
れ
た
板
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
小
札
板
に
は
本
小
札
、
本
縫

延
、
包
小
札
、
板
物
、
当
世
小
札
、
縫
延
、
揺
札
と
呼
ば
れ
る
も
の
が

あ
る
。 

（

9
）
佩
楯
は
、
膝
鎧
と
も
い
い
、
膝
辺
り
を
守
る
鎧
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

（
愛
知
川
町
史
調
査
員
） 

        

                         


